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  （適用） 

 １ 電波法（昭和２５年法律第１３１号）第４０条に定める無線従事者資格に係る国家試験事務は、

電波法令の関係規定によるほか、この国家試験実施基準（以下「実施基準」という。）により行

うものとする。 

 

  （試験の実施時期） 

 ２ 試験は、毎年２回以上実施するものとする。 

 

  （試験の実施場所） 

 ３ 試験は、総合通信局（沖縄総合通信事務所を含む。以下同じ。）の所在地において実施するも

のとする。なお、総合通信局長（沖縄総合通信事務所長を含む。以下同じ。）が必要と認める場

合（指定試験機関が試験を行うものにあっては、指定試験機関の長が必要と認める場合とする。）

には、その他の場所においても実施することができる。 

 

  （試験問題の作成等） 

 ４ 試験問題は次により作成するものとする。 

   (1) 試験問題の形式等（電気通信術を除く。） 

    ア 試験問題の形式 

      試験問題は多肢選択式とし、その問題形式別の内訳は次によるものとする。なお、択一式

をＡ形式、補完式又は正誤式をＢ形式という。 

     (ｱ) 択一式 

         問題に選択肢として３肢から５肢を用意しておき、その中から１の選択肢を解答とし

て選ぶもの。なお、あらかじめ示した３から５の語句の組み合わせの中から、当てはま

る１の選択肢を解答として選ぶものを含むものとする。 

     (ｲ) 補完式 

問題に複数の空欄を設けておき、解答のための選択肢として、その２倍程度の語句を

示しておいて、その中から各空欄について、それぞれ当てはまる選択肢を解答として

選ぶもの。 

     (ｳ) 正誤式 

        問題の正誤を解答として選ぶもの。 

    イ 試験問題の問題数等 

     (ｱ) 各資格の試験科目別の試験問題の構成・問題数及び試験時間は、別紙１によるものと

する。 

(ｲ) 出題内容（Ａ形式及びＢ形式の問題数の割合を含む。）は、長期的な均衡性・整合性

を考慮する。 

 

   (2) 電気通信術の試験問題の形式等 

     試験問題の形式及び試験時間は別紙２によるものとする。 

 

   (3) 試験問題作成上の留意事項 

    ア 共通事項（電気通信術を除く。） 

     (ｱ) 試験問題は、出題の意図を明確にし、能力を適正に評価・判定することが可能な形式

及び内容とする。 

     (ｲ) 問題は、１問１主題を原則とする。なお、１問に２以上の主題をおく場合には、問い

にその旨を明示する。 

     (ｳ) 試験問題の作成に当たっては、試験時間を考慮する。 

     (ｴ) 試験科目別に個々の問題に対応する解答をあらかじめ作成する。 

     (ｵ) 他の問題の解答を示唆するような問題は避ける。 

     (ｶ) 同一時期に同一の資格を対象とした試験を２回以上実施する必要がある場合には、そ
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れぞれ異なる試験問題によって行う。 

     (ｷ) 用字及び用語は、常用漢字によるほか通常行われている表記による。なお、必要に応

じ、漢字にルビを付すことができる。 

    イ 無線工学の基礎、無線工学Ａ、無線工学Ｂ及び無線工学（以下「無線工学等」という。） 

     (ｱ) 問題は、できるだけ時代にあった新しい知識、技術を取り入れるものとする。 

     (ｲ) 問題に使用する用語及び表現等は、別紙３によるものとする。 

    ウ 法規 

(ｱ) 電波法令、国際条約等の名称は、原則として省略することなく表記する。なお、受験

者が判断に迷うおそれがないと認められる限り、簡略な表記をすることができる。 

(ｲ) 電波法令、国際条約等に規定された用語及び用字は、原則として、当該法令または当

該条約等にあるとおり使用するものとする。 

(ｳ) 問題に電波法令または国際条約等の条文を引用する場合は、問題文の中に所在を明示

するものとする。 

    エ 英語 

      英語の筆記試験において、特に専門的な単語等を用いる問題については、該当する単語

等に係る注釈を付すものとする。 

    オ 電気通信術 

     (ｱ) 試験問題は、できる限り多くの異なる文字、数字及び通常使用される記号等を含むも

のとする。 

     (ｲ) 電報形式による問題は、２通または３通からなるものとし、送信には６０字を超える

ものを１通含むものとする。 

     (ｳ) 送信と受信の問題は、それぞれ別内容とする。 

     (ｴ) 同一時期における同一資格の受験者に対する試験問題は、同一のものとする。 

 

  （試験の実施）   

 ５ 試験は次により実施するものとする。 

   (1) 英語の試験のうち英会話は、原則として磁気テープ等を使用して、５秒の間隔をおいて試 

験問題を３回読み上げることにより行う。なお、次の問題との間に１分の間隔をおく。 

   (2) 電気通信術の試験は、別紙４により実施する。 

 

  （答案用紙） 

 ６ 試験に使用する答案用紙は、別紙５による。 

 

  （試験問題の配点）   

 ７ 試験問題の配点は、別紙１及び別紙２による。 

 

  （電気通信術の採点） 

 ８ モールス電信及び電話の採点は、別紙６によるものとする。 

 

  （合格点）   

 ９ 各科目の合格点は、別紙１及び別紙２による。 

 

  （その他の試験方法） 

１０ ４から９までにかかわらず、心身の障害により一般の受験者を対象とする試験を受験するこ

とが困難な者の試験にあっては、その他の方法によることができる。 

 

  （不正行為等に対する措置） 

 １１ 受験者が不正行為等を行った場合の措置は、次のとおりとする。 

   (1) 当該試験の受験中に席の移動を命じることができる場合。 
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    ア 他の受験者の答案を盗視している疑いがある行為をしたとき。 

    イ 答案の作成上参考となる事項について他の者と話し合いその他の方法により連絡してい

る疑いがある行為をしたとき。 

ウ 答案の作成に当たって、答案作成上参考となる参考書籍、筆記帳、紙片、その他のもの

を答案の作成に利用している疑いがある行為をしたとき。 

エ 試験の円滑な実施上、職員が必要と認めるとき。 

 

   (2) 当該試験についての受験を停止し、退場を命じることができる場合。 

    ア 試験中に、正当な受験者に代わって受験していることが判明したとき。 

    イ 答案の作成に当たって、答案作成上参考となる書籍、筆記帳、紙片、その他のものを答

案の作成に利用したとき。 

    ウ 職員の指示に従わないとき。 

   エ その他試験場の秩序を乱す行為をしたとき。 

 

 

 



 

各資格の試験科目、問題数、配点、合格点及び試験時間等                別紙１ 

無線工学、法規等 

 

資  格 試験科目 問題

数 

   満 

点 

合 

格 

点 

試験時間

１問あ

たりの

配点 

問題 

形式 

１問あ

たりの

設問数

第一級総合無線通信士 

第二級総合無線通信士 

無線工学の

基礎 

25 5 

 

Ａ形式 1 125 75 2時間30分

Ｂ形式 5 

無線工学Ａ 25 5 Ａ形式 1 125 75 2時間30分

Ｂ形式 5 

無線工学Ｂ 25 5 Ａ形式 1 125 75 2時間30分

Ｂ形式 5 

法規 25 5 Ａ形式 1 125 75 2時間30分

Ｂ形式 5 

地理 4 50 Ａ形式 10 200 120 1時間 

英

 

語

英文和訳 2 20 Ａ形式

又は 

Ｂ形式

5 40 60 

(注1) 

1時間30分

 4 

和文英訳 3 10 Ｂ形式 5 30 

英会話 7 5 Ａ形式 1 35 (注2) 

第三級総合無線通信士 無線工学の

基礎 

25 5 Ａ形式 1 125 75 2時間30分

Ｂ形式 5 

無線工学 25 5 Ａ形式 1 125 

 

75 2時間30分

Ｂ形式 5 

法規 20 5 Ａ形式 1 100 60 1時間30分

Ｂ形式 5 

英

 

語

英文和訳 2 20 Ａ形式

又は 

Ｂ形式

5 40 40 1時間30分

4 

和文英訳 3 10 Ｂ形式 5 30 

第一級海上無線通信士 

第二級海上無線通信士 

無線工学の

基礎 

25 5 Ａ形式 1 125 75 2時間30分

Ｂ形式 5 

無線工学Ａ 25 5 Ａ形式 1 125 75 2時間30分

Ｂ形式 5 

無線工学Ｂ 25 5 Ａ形式 1 125 75 2時間30分

Ｂ形式 5 

法規 20 5 Ａ形式 1 100 60 2時間30分

Ｂ形式 5 

英

 

語

英文和訳 2 20 Ａ形式

又は 

Ｂ形式

5 40 60 

(注1) 

1時間30分

4 

和文英訳 3 10 Ｂ形式 5 30 

英会話 7 5 Ａ形式 1 35 (注2) 

第三級海上無線通信士 無線工学 15 5 Ａ形式 1 75 45 1時間30分

Ｂ形式 5 

法規 20 5 Ａ形式 1 100 60 2時間30分

 Ｂ形式 5 



 

英

 

語

英文和訳 2 20 Ａ形式

又は 

Ｂ形式

5 40 60 

(注1) 

1時間30分

4 

和文英訳 3 10 Ｂ形式 5 30 

英会話 7 5 Ａ形式 1 35 (注2) 

第一級陸上無線技術士 

第二級陸上無線技術士 

無線工学の

基礎 

25 5 Ａ形式 1 125 75 2時間30分

Ｂ形式 5 

無線工学Ａ 25 5 Ａ形式 1 125 75 2時間30分

Ｂ形式 5 

無線工学Ｂ 25 5 Ａ形式 1 125 75 2時間30分

Ｂ形式 5 

法規 20 5 Ａ形式 1 100 60 2時間 

Ｂ形式 5 

第四級海上無線通信士 

 

無線工学 18 5 Ａ形式 1 90 63 2時間 

Ｂ形式 5 

法規 20 5 Ａ形式 1 100 70 1時間30分

Ｂ形式 5 

航空無線通信士 

 

無線工学 14 5 Ａ形式 1 70 49 1時間30分

Ｂ形式 5 

法規 20 5 Ａ形式 1 100 70 1時間30分

Ｂ形式 5 

英

 

語

英文和訳 2 20 Ａ形式

又は 

Ｂ形式

5 40 60 

(注1) 

1時間30分

4 

和文英訳 3 10 Ｂ形式 5 30 

英会話 7 5 Ａ形式 1 35 (注2) 

 注1 英会話の得点数が１５点未満の場合は、英語の試験を不合格とする。 

 注2 試験時間は、出題内容により３０分以内の時間とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

資  格 試験科目 問題数   満 

点 

合 

格 

点 

試験時間

１問あた

りの配点

問題形式 

第一級海上特殊無線技士 無線工学 12 5 Ａ形式 60 40 1時間 

(注1) 法規 12 Ａ形式 60 40 

英会話 5 20 Ａ形式 100 60 (注2) 

第二級海上特殊無線技士 

航空特殊無線技士 

無線工学 12 5 Ａ形式 60 40 1時間 

(注1) 法規 12 Ａ形式 60 40 

第三級海上特殊無線技士 無線工学 10 5 正誤式 50 30 1時間 

(注1) 法規 20 正誤式 100 60 

レーダー級海上特殊無線技

士 

無線工学 12 5 Ａ形式 60 40 1時間 

(注1) 法規 12 Ａ形式 60 40 

第一級陸上特殊無線技士 無線工学 24 5 Ａ形式 120 75 3時間 

(注3) 法規 12 Ａ形式 60 40 

第二級陸上特殊無線技士 無線工学 12 5 Ａ形式 60 40 1時間 

(注1) 法規 12 Ａ形式 60 40 

第三級陸上特殊無線技士 無線工学 12 5 Ａ形式 60 40 1時間 

 法規 12 Ａ形式 60 40 

国内電信級陸上特殊無線技

士 

法規 12 5 Ａ形式 60 40 30分 

注１ 無線従事者規則第８条の規定により、無線工学の試験を免除される場合における法規の試験

時間は、第一級海上特殊無線技士、第二級海上特殊無線技士及び航空特殊無線技士については

３０分間、第三級海上特殊無線技士については４０分とする。 

注２ 試験時間は、出題内容により３０分以内の時間とする。 

注３ 無線従事者規則第８条の規定により、法規の試験を免除されている場合における無線工学の試

験時間は、２時間３０分とする。 

 

 

資  格 試験科目 問題

数 

   満 

点 

合 

格 

点 

試験時間

１問あ

たりの

配点 

問題 

形式 

１問あ

たりの

設問数 

第一級アマチュア無線技士 無線工学 30 5 Ａ形式 1 150 105 2時間30分

 Ｂ形式 5 

法規 25 5 Ａ形式 1 125 87 2時間 

Ｂ形式 5 

第二級アマチュア無線技士 無線工学 25 5 Ａ形式 1 125 87 2時間 

Ｂ形式 5 

法規 25 5 Ａ形式 1 125 87 2時間 

Ｂ形式 5 

第三級アマチュア無線技士 無線工学 14 5 Ａ形式 1 70 45 1時間10分

 法規（注） 16 Ａ形式 1 80 55 

第四級アマチュア無線技士 無線工学 12 5 Ａ形式 1 60 40 1時間 

 法規 12 Ａ形式 1 60 40 

注 １６問のうち２問は、モールス符号の理解度を確認する問題とし、その他の問題においても、問

題文又は選択肢中に無線電信通信の略符号を使用する場合であって当該部分をモールス符号で表記

しても差し支えないと認められるときは、当該部分はできるだけモールス符号で表記するものとす

る。 



 

 

各資格の試験科目、問題の形式、字数、配点、合格点及び試験時間等           別紙２ 

電気通信術 

資格 試験科目 問題の形式 

（種目） 

問題の字

数(注1)

配点 合格

点 

試験時間

第一級総合無線通信士 モールス

電信 

送信 和文(注2) 375 100 210 

(注4) 

各5分 

欧文暗語(注3) 400 100 

欧文普通語(注3) 500 100 

受信 和文(注2) 375 100 210 

(注4) 

各5分 

欧文暗語(注3) 400 100 

欧文普通語(注3) 500 100 

直接印刷

電信 

送信 欧文普通語 250 (注6) 5分 

電話 送話 欧文暗語 100 100 80 各2分 

受話 欧文暗語 100 100 80 

第二級総合無線通信士 モールス

電信 

送信 和文(注2) 375 100 210 

(注4) 

各5分 

欧文暗語(注3) 400 100 

欧文普通語(注3) 500 100 

受信 和文(注2) 375 100 210 

(注4) 

各5分 

欧文暗語(注3) 400 100 

欧文普通語(注3) 500 100 

電話 送話 欧文暗語 100 100 80 各2分 

受話 欧文暗語 100 100 80 

第三級総合無線通信士 モールス

電信 

送信 和文(注2) 210 100 190 

(注4) 

各3分 

欧文暗語(注3) 240 100 

欧文普通語(注3) 300 100 

受信 和文(注2) 210 100 190 

(注4) 

各3分 

欧文暗語(注3) 240 100 

欧文普通語(注3) 300 100 

第一級海上無線通信

士、第二級海上無線通

信士、第三級海上無線

通信士 

直接印刷

電信 

送信 欧文普通語 250 (注6) 5分 

電話 送話 欧文暗語 100 100 80 各2分 

受話 欧文暗語 100 100 80 

航空無線通信士 電話 送話 欧文暗語 100 100 80 各2分 

受話 欧文暗語 100 100 80 

第一級海上特殊無線技

士 

電話 送話 欧文暗語 100 100 80 各2分 

受話 欧文暗語 100 100 80 

航空特殊無線技士 電話 送話 欧文暗語 100 100 80 各2分 

受話 欧文暗語 100 100 80 

国内電信級陸上特殊無

線技士 

モールス

電信 

送信 和文(注2) 225 100 70 各3分 

受信 和文(注2) 225 100 70 

第一級ｱﾏﾁｭｱ無線技士、 

第二級ｱﾏﾁｭｱ無線技士 

モールス

電信 
受信 欧文普通語(注5) 50 100 90 2分 

注１ 試験問題の字数は、次により計算するものとする。 

モールス電信の問題については、モールス符号１個を、電話の問題については、文字１個をそれ

ぞれ１文字として計算する。この場合、モールス符号又は文字とは、問題として示された文字のほ

か、次のものを指す。 



 

 (1) モールス電信 

  ア 試験開始時の「ＨＲＨＲ」の符号を除くすべてのモールス符号 

  イ 電報形式において、本文が６０字を超えるときに、６０字目ごとの字の次に送信する「・・

－－・・」の次に置く約５秒の間隔及び２通以上にわたるときに、各通間に置く約５秒の間隔

は、次の字数に換算する。 

(ｱ)和文の場合    ６字 

(ｲ)欧文暗語の場合  ７字 

(ｳ)欧文普通語の場合 ８字 

 (2) 電話 

   「本文」及び「おわり」の語 

注2 和文電報形式による。 

注3 欧文電報形式による。 

注4 各々の問題の形式ごとに、その得点が３０点に達しなかったものがある場合は不合格とする。 

注5 欧文文書形式による。 

注6 問題文に従い、200字以上正しく入力された場合は、合格点に達したものとする。 



別紙３ 

 無線工学の問題に使用する用語及び表現等 

 

１ 用語 
 (1) 技術用語は、「電子情報通信用語辞典」（電子情報通信学会編集）による。 
  ア 電子情報通信用語辞典にないものは、電子情報通信ハンドブック等を参考にし常用されてい

るものを用いる。 
  イ 新用語には、「（   ）」で旧用語を付記する。 
  ウ 技術用語の日本語が常用されていないか又は紛らわしい場合で、外国語が一般的に使われて

いる場合は、「（   ）」でその外国語を付記する。 
  エ 外国語は、片仮名で書くものとする。ただし、片仮名で書いた場合、意味が不明確になるお

それがあるときは、「（   ）」でつづり字を付記する。 
  オ 外国語で出題の意味と異なる意味に解されるおそれのある場合は、「（   ）」で他の同

意語、訳語、つづり字等を付記する。 
 (2) 「構成図」及び「回路図」の使い方 
  ア 「構成図」は、電気設備を構成する各部を簡単な図形で表し、それらの相互間を線や矢印な

どで結んで設備の構成を表す場合に用いる。 
  イ 「回路図」は、ある回路や測定器等の原理を説明するために必要な部分を図として表す場合

に用いる。 
 (3) 「部」、「器」及び「回路」の使い方 
  ア 「部」は、送受信機や測定器等を構成する一部の回路を取り出して表す場合に用いる。 

  イ 「器」は、単独の増幅器や発振器等を表す場合に用いる。 
  ウ 「回路」は、理論的な扱いをする場合に用いる。 
 (4) 周波数帯の表現は、文章に応じて「ＬＦ、ＭＦ、ＨＦ等」と「長波、中波、短波等」のいずれ

を用いてもよい。 
 (5) 無線機器を表すときは、次の例による。 
   （例） 短波無線電話（Ａ３Ｅ）送信機 
       ＦＭ受信機 
       ＳＳＢ送信機 

 

２ 単位、記号及び略語 
 (1) 単位 
  ア 単位は、ＳＩ単位系を基本とする。 
  イ 単位の表示は、「〔   〕」でくくるものとする。 
    なお、「何ボルトか。」、「何アンペアか。」等の表現は、片仮名を用いる。 
  (2) 図記号及び文字記号 
  ア 部品の図記号及び文字記号 

（ア）部品を表すときに用いる図記号は、「ＪＩＳハンドブック（日本規格協会編）」に記載さ

れているものを用いることとし、これにない図記号及び文字記号は常用されているものを用

いる。 
（イ）図の中に同一の部品が多くあるときは、算用数字で一連番号を記号の下部に書き添える。 

  イ 部品以外のものの文字記号 
（ア）部品以外の電圧、電流等の記号は、電子情報通信ハンドブック及び無線工学ハンドブック

を参考にして、常用されているものを用いる。 
（イ）ベクトル量を表す場合は、ローマ字の大文字（活字体）の上にドット（・）を付ける。ま 

               ・   ・ 
  た、その絶対値は、｜Ｉ｜、｜Ｅ｜等と表現する。 



（ウ）回路図等の交流電源の電圧に記号を付ける場合は、設問に応じて瞬時値又はベクトル量で

記入する。 

 (3) 略語 

   略語は、「電子情報通信用語辞典」による。なお、これに記載がない場合は、電子情報通信ハ

ンドブック等を参考にして常用されているものを用いるが、常用されていると認められない略語

については「（   ）」でつづり字を付記する。 

 

３ 図表 

 (1) 図を用いた計算問題の場合は、図中のＬ、Ｃ、Ｒ、Ｅ、Ｉ等に数値を記入するものとし、文章

中にはこれらは記載しない。なお、図中に数値を記入し難いときは、その部分に「┐    └」 

Ｒ1 

  等の記号を付し、文中で「Ｒ1＝１０ｋΩ」等と明記する。 

 (2) 図表には、数値が明りょうに分かるように記入する。 

 (3) 特性曲線を描くときの横軸及び縦軸の表示は、次の例による。 

 

 

         

      Ｉｐ  

     〔ｍＡ〕 

         

         

         

         

           入 

           力 

           電 

           圧 

          〔Ｖ〕

             

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                         

          Ｅｐ〔Ｖ〕         周波数〔Ｈｚ〕 

 

４ 説明問題の場合 

 (1) 構成図を示すときは、「［  ］」内にその名称又は記号を記入する。 

 (2) 構成図の中の「［  ］」内の名称を問う問題は、「［  ］」内に番号又は記号をつける。 

 (3) 問題に回路図又は構成図を用いる場合は、「図に示す○○の回路図（又は構成図）」と表現す

る。 

 



別紙４ 

電気通信術の試験の実施方法 

 

試験場においては、受験者に対して、受験票の提示を求め、受験整理票によって受験番号及び

氏名を照合して本人であることを確認した後、試験方法・機器の操作等について所要の説明を行

うものとする。 

なお、試験を開始した後は、装置の故障その他やむを得ない場合（受験者の個人的理由による

ものを除く。）を除き、試験のやり直しは認めないものとする。 

また、送信（電話の場合は送話）の試験においては、先に受験する者と後に受験する者の公平

性を確保するよう注意するものとする。 

１ モールス電信 

(1) 送信 

ア 送信の試験は、試験問題をモールス符号で受験者が手送りし、これにより発生する低

周波発振音を磁気テープ等に録音する方法により行うものとする。 

イ 試験開始に当たっては、受験者が電鍵
けん

を調整し及び試験問題を確認するために若干の

時間を与えた後、受験番号及び氏名を手送りさせるものとする。 

ウ 受験者が「ＨＲ」を２回送信し終わったときから計時して所定の時間を経過したとき、

「やめ」の合図で終了するものとする。 

エ 使用する電鍵
けん

は、原則として、備え付けのものを使用させるものとする。ただし、受

験者が独自に持参する場合には、次の条件を満たすものに限り、その使用を認めるもの

とする。 

（条件） 

電鍵
けん

のつまみを操作することによってそれぞれ単一又は連続して点又は線を送出

するもので、モールス符号を構成する点及び線の組合せを自動的に送出するもので

ないものとする。 

(2) 受信 

ア 受信の試験は、あらかじめ用意した試験問題を録音済みの磁気テープ等を再生する方

法により送信し、これを受験者が聞き取ることにより受信し受信用紙に書き取る方法に

より行う。なお、試験問題の送信を、磁気テープ等により行うことができない場合は、

試験実施者が電鍵
けん

操作を行うことにより、これに代えることができるものとする。この

場合の電鍵
けん

操作は、規則第８７条第２項に定める試験員の要件を満たす者として、あら

かじめ選任された者が行うものとする。 

イ 同一資格の試験は、原則として、一斉に行うものとする。 

ウ 試験の終了は、試験問題の送信の終了のときから計時して若干の猶予時間を経過した

とき、「やめ」の合図で終了するものとする。 

エ 書き取りによる方法に代えて、タイプライターを用いた試験を行う場合は、同一試験

場において当該資格の受験者全員に対して行うものであって、試験の執行に支障がない

と判断し得る場合に限り認めるものとする。 

 



２ 直接印刷電信 

直接印刷電信の試験は、次により実施するものとする。 

(1) 試験装置の準備 

ア 試験装置が、正常に動作することを確認するものとする。 

イ 試験装置は、不測の事態を考慮して、商用電源及び内蔵電池のいずれによっても動作す

る装置を用いるものとする。 

ウ 試験装置に使用するソフトウェアは、事前に作成し、必要な予備を準備しておくものと

する。 

(2) 試験方法 

ア 試験装置は、備え付けのものを使用させるものとする。 

イ 試験は、試験実施者と受験者が一対一で行うものとする。 

ウ 試験装置の鍵
けん

盤の試し打ちを希望する者については、１０秒間に限り認めるものとする。

また、練習文によるものを希望する者に対しては、試験実施者の判断によって適当な時間

を認めるものとする。 

エ 試験の開始前に、受験番号及び氏名を受験者の鍵
けん

盤操作により画面上に表示させ、試験

実施者がこれを確認するものとする。 

オ 試験の開始は、試験実施者の指示等によるものとする。この場合、試験実施者が試験開

始の鍵
けん

盤の操作を教示して受験者に行わせることとしてもよいものとする。 

 

３ 電話 

(1) 送話 

ア 送話の試験は、試験問題を口頭で送話させるものとする。 

イ 受験者が試験問題を確認するのに必要な若干の時間を与えた後、開始を指示するものと

する。 

ウ 受験者が、「始めます」の語を送話し終わった時から計時し、２分間以内に受験者が「終

わり」の語を送話したとき、又は２分間の経過後に試験実施者が「やめ」の合図をしたと

き、試験を終了するものとする。 

(2) 受話 

ア 受話の試験は、あらかじめ用意した試験問題を録音済みの磁気テープ等を再生する方法

により送話し、これを受験者が聞き取ることにより受信し受信用紙に書き取る方法により

行う。なお、試験問題の送話を、磁気テープ等により行うことができない場合は、試験実

施者が直接送話することによりこれに代えることができるものとする。この場合の送話は、

規則第８７条第２項に定める試験員の要件を満たす者として、あらかじめ選任された者が

行うものとする。 

イ 同一資格の試験は、原則として、一斉に行うものとする。 

ウ 試験は、試験問題の送話の終了のときから計時して若干の猶予時間を経過したとき、

「やめ」の合図で終了するものとする。 
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エ  ⊂1コ ⊂2コ ⊂3コ ⊂中 ⊂5コ ⊂6コ ⊂7コ・⊂8コ ⊂9コ qO⊃  

オ  ⊂1コ ⊂2コ ⊂8コ 叫コ ⊂如 ⊂6コ．⊂7コー ⊂8コ ⊂担 q伽  

問  ア  ⊂1コ ⊂2コ ⊂3コ ⊂4コ ⊂5コ ⊂8コ ⊂丁⊃ ⊂8⊃ ⊂9コ．1q匝  

イ  ⊂1コ ⊂2コ ⊂3コ ⊂4コ ⊂5コ ⊂8コ ⊂7コ・⊂8コ ⊂9コ● q匝  

B－4                              ウ  ⊂lコ ⊂2コ ⊂8コ 叫コ ⊂臼⊂6コ ⊂7コ 鵡コ 鵡コ q伽  

エ  ⊂盲コ ⊂2コ ⊂3コ ⊂4コ ⊂5コ ⊂6コ ⊂7コ ⊂8コ ⊂9コ qOコ  

題  

オ  ⊂lコ ⊂2コ 窃コ 叫⊃ 璃コ F8コ ⊂7コ ⊂8コ ⊂9コ 日蝕  

ァ  ⊂lコ ⊂2コ 鴫コ ⊂4コ ⊂5コ ⊂6コ ⊂7コ ⊂8コ 鵡コ q（P  

イ  ⊂lコ ⊂2コ 巧コ 叫コ ⊂如 ⊂6コ ⊂7コ ⊂8コ 璃コ q匝  

B－5                                ケ  

エ   

解  
貞■  ⊂lコ ⊂2コ ⊂3コ 亡ヰコ ⊂5；】⊂6コ ⊂7コ 亡8コ ⊂9コ q恥  

ア  ⊂lコ ⊂2コ ⊂3ヨ ⊂ヰコ 串コ ⊂8コ ⊂7コ ⊂8コ 亡9コ 句中  

イ  ⊂1コ ⊂2コ ⊂3コ 叫コ ⊂5コ ⊂6コ ⊂7コ ⊂串コ ⊂9コ q匝  

B－6                                ウ  ⊂】コ ⊂2コ ⊂3コ ⊂ヰコ ⊂5コ ⊂6コ ⊂7コ ⊂8コ ⊂9コ q伽  

エ  ⊂1コ ⊂2コ ⊂3コ ⊂中 ⊂5コ ⊂6コ ⊂7コ ⊂8コ ⊂9コ q匝  

雲蛋  
オ  ⊂1コ ⊂2コ ∈3コ ⊂ヰコ ⊂5コ ⊂6コ ⊂7コ ⊂8コ ⊂9コ q佃   

ア  亡】コ ⊂2コ、⊂3コ ⊂由 ⊂5コ ⊂8コ ⊂7コ ⊂8コ ⊂9コ q炬  

イ  ⊂lコ ⊂2コ ⊂8コ 叫コ ⊂5コ ⊂6コ ⊂7コ ⊂8コ ⊂9コ q匝  

B－7                               ウ   ⊂1コ ⊂2コ ⊂8コ ⊂ヰコ ⊂5コ ⊂6コ ⊂7コ ⊂8コ ⊂9コ q匝   

エ  ＝lコ ＝2コ ⊂如 ⊂ヰコ ⊂5コ⊂6コ ⊂7コ ⊂8コ ⊂9コ q匝  

欄  オ  ⊂1コ ⊂2コ ⊂8コ 亡ヰコ ⊂5コ ⊂6コ ⊂7コ ⊂8コ ⊂9ユ q匝  

ア  ⊂1コ ⊂2コ ⊂3コ ⊂ヰコ ⊂5コ ⊂6コ ⊂7コ ⊂8コ ⊂9コ q匝  

イ  ⊂lコ ⊂2コ ⊂8コ ニヰコ ⊂5コ ⊂6コ ⊂7コ ⊂8コ ⊂9コ q匝  

…  

エ  ＝1コ ⊂2コ ⊂3コ ＝ヰコ ⊂5⊃ ⊂6コ ⊂7コ ⊂8コ ⊂9コ q炬   

！  ＿J」 ■〃  ⊂1コ ⊂2コ ⊂3コ ⊂ヰコ ⊂5コ ⊂6コ ⊂7コ ⊂8＝ ⊂9コ q匝  

‡  B－9  「フ ／  ⊂lコ ⊂2コ ⊂3コ ⊂ヰコ ⊂5コ ⊂6コ ⊂7＝ ⊂8コ ⊂9コ q（巨    イ  ⊂lコ ⊂2⊃ ⊂8コ ⊂ヰコ ⊂5コ ⊂6コ ⊂7コ ⊂8コ ⊂9コ ロ匝  ‖ n   ウ  ⊂】コ ⊂2コ ⊂3＝ ⊂ヰコ こ5コ ⊂6コ ⊂7コ ＝9コ ⊂9コ 司臣  ‖ ！   日  ⊂1コ．＝2コ ⊂3コ ＝中 ＝5コ ∈6コ・⊂7コ ⊂8コ ⊂9コ q臣    オ  ．⊂lコ ⊂2コ ⊂3コ ⊂ヰ＝ ⊂5コ ⊂6＝ ⊂7コ ⊂8コ ⊂9コ q臣i   1  2 さ 4 5 A－25Hコ三三＝三三  

①答案用紙は折り曲げたり、巻いたり、汚したりしないこと。  

〔岩本工業浅薄主剤d窒、1   



（3）無患工学丑用（1盆、2幾、3畿、1海、2海、1陸、2陸）  

（通僅士・音符±用）  

【：＝：コ  ⊂＝：コ  ⊂：：：：コ  ⊂：：：コ  押■■ 【：：：：：コ  ⊂＝コ  

（エ学）（法規）（共通）偶償術）（エ宇B）（基礎）（地理）  

（エ学A）  

答案用 紙（細工学酎．  叫  

（年号）警醤哲讐  

年  月  

⊂8コ  ⊂0コ  ⊂由  ⊂¢コ  

⊂tコ  

⊂8コ  

⊂9コ  ⊂gコ  

氏  名  

◎■マーク毒訊こは正しくマークすること。  

マークを間違えたときは、消しゴム  

（プラスチック製に限る。）であとか  

たのないようにきれいに消すこと。  
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－
－
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－
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－
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A－1  1  2  3  ヰ  5    ⊂＝コ  ⊂＝＝l 【：：：＝コ  ⊂＝コ 【：：：：コ  

A－2  1  2  3  ヰ  5    ⊂＝コ  ⊂：：コ  ⊂：：＝コ  ⊂：：：＝⊃ ⊂：：コ  

A－3  1 2  8 、ヰ  5    【：＝コ  ⊂：：：コ．1：：：：：コ  ⊂＝コ  ⊂＝コ  

A●－4  1  2  a  ヰ  5    ⊂＝コ ■⊂＝コ ⊂：：＝】 ⊂＝コ ⊂：：コ 

A－5  1  2  8  ヰ  5    ⊂＝コ  ⊂：：：コ  ⊂＝コ  ⊂＝コ＿ ⊂：：コ  

A  
Ar6  1  2  3  4  5    ⊂＝コ  ⊂＝＝】＋1：：＝コ  ⊂＝コ  ⊂：：：コ  

A－7  1  2  8  ヰ  5    【：：：：＝コ  ⊂＝＝】 ⊂：：＝コ  ⊂＝コ  ⊂＝：コ  

A－8  1 2  3  ヰ 

問  

A－10  】  2  8  ヰ  5    ⊂＝コ  ⊂：＝コ 【＝：コ 【：：＝コ  ⊂：＝コ  

A－11  1  2  3  ヰ  5    ⊂＝コ  ⊂：：：：コ  ⊂：：＝コ 【：＝：コ 【：：：：：コ  

琴  

A－13  】  2  3， ヰ  5    ⊂＝コ 【：：：：：コ  ⊂＝コ  ⊂：：＝コ  ⊂：：：コ  

解  
A－－14  1  2． 3－  ヰ  5    ⊂：：：：コ  ⊂＝＝l ⊂＝：コ  ⊂：：：：コ  ⊂：：：コ  

A－15  1  2  3  4  5    ⊂＝＝1 ⊂＝＝コ  ⊂＝＝l ⊂：：コ  ⊂＝：＝】  

A－16  1  2  3  4  5    ⊂＝コ 【：＝：コ  ⊂：：：コ  ⊂：：＝コ ［：：：：コ  

国  

A－18  1  2  3  ヰ  さ    ［：：：＝】 ⊂＝＝】 ⊂＝：コ  ⊂：：：コ 【＝＝】  

A－1．9  t   2  a  ヰ  5    ⊂：：：：：コ  ⊂＝＝コ 【＝＝⊃  ⊂：：＝】 ⊂＝コ  

A－20  1  2  3 ■ ヰ  5    ’【：：：＝コ 【：：：：：＝コ  ⊂：＝コ  ⊂：：＝コ  ⊂＝コ  

A－Zl  】 ・2   3  ヰ  5    【：：：：：コ  ⊂＝コ  ⊂：：：コ  ⊂：＝コ 【：：：：：コ  

A－22  1  2  ユ  ヰ  5    ＝：：：：コ 【：：：：：：＝コ  ＝：：：コ 【：：：：：：コ  ⊂：：＝コ  

1  2  3  ヰ  5    l⊂コ ⊂＝コ ＝コ【＝：コ【：コ  

1  2  3  4 ■ 5  
A－24              【＝＝コ  ＝：：：コ  ＝コ  ⊂：：＝コ 【：：＝コ  

A一－25  l・ 2 3 ヰ 5 t    ［：：＝：コ  ＝＝：コ  ⊂＝コ  ＝＝コ  ⊂＝＝  

ア  ⊂lコ ⊂2コ ⊂aコ ⊂ヰコ ⊂5コ ⊂6コ ⊂7コ ⊂8コ・⊂9コ q匝  

イ  ⊂】コ ⊂2コ ⊂3コ ⊂ヰコ 亡5コ ⊂8コ ⊂7コ ⊂8コ ⊂9コ 軋匝  

B－1                               ウ  ⊂lコ 亡2コ ⊂8コ 叫コ ⊂5コ ⊂由 ⊂7コ ⊂8コ ⊂9コ q匝  

＝  ⊂1コ ⊂2コ ⊂aコ 亡ヰコ ⊂5コ ⊂6コ ⊂7コ ⊂8コ ⊂9コ q匝  

オ  ⊂1コ ⊂2コ・⊂3コ 叫コ ⊂5コ ⊂8コ ⊂7コ ⊂8コ ⊂9コ 吼匝  

ア  ⊂lコ．⊂2コ ⊂3コ ⊂ヰコ ⊂5コ ⊂6コ■⊂7コ ⊂8コ ⊂9コ q匝  

イ  ⊂1コ ⊂2コ 鴫コ 叫コ ⊂5コ ⊂6コ ⊂7コ 

B－2  
エ  ⊂lコ ⊂2コ ⊂わ 亡ヰコ ⊂5コ ⊂6コ ⊂7コ ⊂8コ ⊂9コ q匝  

オ  ⊂1コ ⊂2⊃’⊂わ．⊂ヰコ ⊂丘コ ⊂6コ ⊂7コ ⊂8コ ⊂9コ q匝  

B  ア  ⊂lコ ⊂2コ ⊂8コ ⊂ヰコ ⊂5コ ⊂8コ ⊂7コ ⊂8コ ⊂9コ 句中●   

イ  ⊂1コ 亡2コ て知 叫コ ⊂5コ ⊂6コ ⊂7コ ⊂8コ・ 

B－3  

エ  ⊂lコ ⊂2コ ⊂3コ 叫コ ⊂5コ ⊂6コ ⊂7コ・⊂8コ ⊂9コ 司匝  

オ  ⊂tユ ⊂2コ ⊂8コ 叫コ ⊂5コ ⊂6コ ⊂ね ⊂8コ・⊂9コ d匝  

問  ア  ⊂1⊃ ⊂2コ ⊂3コ 叫コ ⊂5コ ⊂6コ ⊂7コ ⊂8コ ⊂9コ q匝  

イ  ⊂lコ ⊂2コ ⊂3コ ⊂ヰコ ⊂5コ ⊂6コ ⊂アコ ⊂8コ ⊂9コ q匝  

已－4                                ウ  ⊂1コ ⊂2コ ⊂わ ⊂ヰコ ⊂5コ ⊂6コ ⊂7コ ⊂8コ ⊂9コ q匝  

エ  ⊂lコ ⊂2コ ⊂8コ ⊂ヰコ ⊂5コ ⊂6コ ⊂7コ ⊂8コ ⊂9コ q匝  

題  

オ・  ⊂1コ ⊂2コ ⊂8コ ⊂ヰコ ⊂5コ ⊂6コ ⊂7コ ⊂8コ ⊂9コ q伊  

カ  ⊂lコ ⊂2コ ⊂3コ ⊂4コ ⊂5コ ⊂6コ ⊂7コ ⊂8コ ⊂9コ q匝  

イ  ⊂lコ ⊂2コ ⊂わ ⊂ヰコ ⊂5コ ⊂6コ ⊂7コ ⊂8コ ⊂9コ q（P  

B－5                                ウ  

エ  

解  
オ   

ア  ⊂1コ ⊂2コ ⊂3コ ⊂4⊃、⊂5コ ⊂6コ ⊂7⊃ ⊂8⊃ ⊂gコ q匝  

イ・  ⊂lコ ⊂2コ ⊂紬 叫コ ⊂らコ ⊂6⊃ ⊂7⊃ 

B－6  

エ  ⊂】コ 巧⊃ ⊂3コ 叫コ ⊂5コ ⊂6コ ⊂7コ ⊂8コ ⊂9コ q¢コ  

筈  
オ  ⊂1コ ⊂2コ ⊂8コ ⊂ヰコ ⊂5コ ⊂6コ ⊂7コ ⊂8コ ⊂9コ q匝   

ア  ⊂l⊃ ⊂2コ ⊂8コ ⊂甲 ⊂5コ ⊂6⊃ ⊂7コ ⊂8コ ⊂9コ 仁和コ  

イ  ⊂1コ ⊂2コ ⊂3コ 叫コ 亡5コ ⊂8コ 豆⊃ ⊂8コ ⊂9コ qO⊃  

⊂】コ ⊂2コ に3コ ⊂ヰコ ⊂5コ ⊂6コ ⊂7⊃ ⊂8コ ⊂9？ q（P  

欄  ⊂2コ ⊂8コ ⊂ヰコ ⊂5コ ⊂6コ ⊂7コ ⊂8コ ⊂9コ qO⊃  
ア  ⊂1コ ⊂2コ ⊂3コ ⊂4コ ⊂らコ ⊂6コ 

B－？                                ウ               エ  ⊂tコ ⊂2コ ⊂3コ ⊂ヰコ ⊂5コ ⊂8コ ⊂7コ ⊂＄コ ⊂9コ q炬    オ  ⊂1コ  

ー ⊂7コ ⊂8⊃ ＝9コ q匝    イ  
B－8                  ウ  

エ  ⊂1コ ⊂2コ ⊂3コ 叫コ■⊂5コ こ6⊃ ⊂7コ ⊂8⊃ ⊂9コ q（b  

‖  オ  。lコ ⊂2コ ⊂3コ ⊂4。⊂5コ ⊂6コ ⊂7コ ⊂8⊃ ⊂9コ qわ豊  
＝】コ⊂2⊃⊂3コ⊂ヰコ⊂5コ⊂6コ⊂7コ⊂8コ⊂9コqわ雲  

⊂lコ ⊂2コ ⊂さコ ⊂4コ ⊂5コ ⊂6コ ⊂7コ ⊂8コ ⊂9コ 帥声  

⊂tコ⊂2⊃⊂3コ⊂4コ⊂5コ⊂6コ⊂7コ⊂8⊃⊂9⊃⊂lわ盲  

ア                「     イ               ウ  ⊂1コ ⊂2コ ⊂3コ 叫コ ⊂5コ ⊂6⊃ ⊂7⊃ ⊂8コ ⊂9コ 柚を                    H      lオ H  ⊂lコ ⊂2コ ⊂3コ ⊂中 ⊂5コ ⊂6コ ＝7コ ⊂8コ ⊂9コ 紬妄   

①答案用紙は折り曲げたり、巻いたり、汚したりしないこと，  

（日本工業蔑格A列4書二）   



（4）法混用（1詮、2絵、3詮、1海、2港、3港、1陸、2陸、4海、航空、  

1アマ、2アマ）  

く通侶士・技術士・4海・航空・1アマ・2アマ用）  

⊂＝コ  ■■l■  ⊂＝コ  ⊂＝コ  ⊂＝コ  ⊂＝コ  ⊂：：：：コ  

（エ学）（法混）く英語）唱膚術）（＝学B〉（基礎）（地理）  

（エ学A）  

答案・用 紙（法親き  ■  

生 年 月日   

（年号）警杢要撃軍営  

年  月  

⊂8コ  印コ  亡○コ  ⊂¢コ  

⊂lコ  

⊂8コ  

⊂9コ  亡gコ  

氏  名  

◎ マ一朝瓢＝は正しくマークすること．  

マークを間違えたときは、消しゴム  

（プラスチック製に限る。）で姦とか  

たのないようにきれいに消すこと。  
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A－11 之 ■8 ヰ 5    【：：：：コ  ⊂：：：：コ 【＝：コ．［：：：＝コ 【＝：：コ  

A－2 l■2 3 ヰ ら    【：：：：：コ  ⊂：：：＝⊃ 【＝：コ 【：：：：コ  ⊂＝コ  

A－3 1 2 8・ヰ 5    ⊂＝＝l 【：：：：：：コ  ⊂＝＝l ⊂＝コ  ⊂：：：：コ  

A－4 I 2 8 ヰ 5    て＝＝コ  ⊂：：：コ  ⊂＝コ 【：：：：コ l：：：：：コ  

A－5 1 2 8，4 5・    ⊂＝＝l ⊂：：：：コ  ⊂＝コ 【：：：：：コ・⊂：：：コ  

A  
A－6 1 2 ■a ヰ 5    ⊂：：：：：コ  ⊂：：：：：コ  ⊂＝コ  ⊂：：：コ 【：：：：：：コ  

A－ワ†＿L．ヱ．j・ヰ 5    ．【：：：：：コ  ⊂：：：：コ  ⊂＝コ  ⊂：：：＝コ ⊂＝コ  

A－8 1 2 3 ヰ 5－    ⊂：：：＝】 【：：：：：：コ 【＝＝コ  ⊂：：：コ 【：：：：：コ  

周  

A－10 1 2 8 ヰ 5    ⊂＝コ  ⊂＝コ  ロ  ⊂＝コ  ⊂：：：：コ  

A－11I 2 3 ヰ 5    ⊂＝＝l ⊂：：：：コ  ⊂＝コ  ⊂：：：：コ 【：：：：：コ  

題  
⊂＝コ  ⊂：：：：コ  ⊂＝コ ⊂＝コ ⊂：：＝コ  

A－13・1 2 3 ヰ 5    ⊂：：コ  ⊂：：：：：コ  ⊂＝コ  ⊂＝コ● 【：：：：コ  

解  
A⊥14■1 2 さ ヰ 5    ⊂＝＝l 【＝＝コ  ⊂＝コ 【＝：コ ー⊂：＝コ  

A－15 1 2 3 ヰ ー5    ⊂＝＝コ  ⊂＝コ 【：：：：：：コ  ⊂＝＝l【：：：：：コ  

A－16 1 2 3 ヰ 5    ⊂＝：コ  ⊂＝：コ 【：：：：：コ  ⊂＝コ  ⊂＝コ  

雲蛋  

A－18 1 2 3 4 5    ⊂：：コ 【：：：：：コ  ⊂：：：：＝I ⊂＝：コ  ⊂：＝コ  

A－19 1 2 3 ヰ 5    【＝＝⊃  ⊂＝コ 【：：：：：＝コ  ⊂＝：コ ⊂：：：コ  

欄  

A－2D 1 2 －き 4 5    ⊂：：：コ 【：：：：：コ  ⊂＝コ  ⊂：＝＝コ  ⊂：：：：コ  

A－211 2 3 ヰ 5    【：：＝：コ ［：：：：：コ  ⊂＝コ  ⊂：＝コ 【：：＝コ  

A⊥22 1 2 a ヰ 5    ⊂＝  ⊂＝＝コ  ⊂＝コ  ⊂：＝コ  ⊂：＝コ  

A－23 】 2 3 4 5    ⊂＝：：コ  ⊂＝コ  ⊂＝コ  ⊂＝コ ［：：：：コ  

A－24トコロコロロ箸  12 3 ヰ 5  

引       王 2 8 ヰ 5l A－25 コロ＝】⊂＝コ  

B  ア  ・⊂1コ ⊂2コ ⊂8コ 叫コ ⊂5コ ⊂6コ ⊂7コ ⊂＄コ ⊂9コ ヰ匝  

イ  ⊂iコ ⊂空コ ⊂名コ 叫 ⊂5コ 鴫コ ⊂アコ ⊂8コ ⊂9⊃ q（P  

B－3                                ・ウ  ⊂lヨ 由コ 窃つ 叫コ 巧⊃ ⊂‘コ ⊂7コ 亡8コ ⊂gコ q匝  

エ  ⊂1コ ⊂王コ ⊂さコ 叫コ ⊂5コ▲⊂8コ ⊂丁コ ⊂8コ ⊂9コ q匝  

オ  ⊂t⊃ ⊂2コ ⊂3コ ⊂ヰコ セ5コ ⊂6コ 仁丁⊃ ⊂8コ ⊂9コ 司恥  

問  ア  ⊂1コ 亘コ ⊂さコ 叫コ ⊂5コ ⊂6コ ⊂7コ ⊂8コ ⊂9コ q匝  

イ  ⊂1コ ⊂2コ 鴫コ 叫コ ⊂如 ⊂6コ ⊂7コ 

B－4  

エ  ⊂1コ ⊂2コ ⊂8コ 亡4コ ⊂5コ ⊂＄コ ⊂7コ ⊂8コ ⊂9⊃ q匝  

靂 
オ  ⊂lコ 咤コ 現肯叫⊃ ⊂5コ 亡Gコ ⊂7コ ⊂8コ Egコ q匝  

ア  ⊂lコ 巧コ ⊂8コ 叫コ ⊂与⊃ ⊂6コ ⊂7コ．⊂8コ ⊂9コ d匝  

イ  ⊂l±．⊂2コ ⊂3コ 亡ヰコ ⊂5コ ⊂6コ ⊂7コ 

白－5  

エ  亡lコ・⊂2コ ⊂さコ叫コ ⊂5コ ⊂8コ ⊂7コ ⊂8コ ⊂9コ q由  

解  
オ  ⊂1コ ⊂2コ 田コ・Eヰコ ⊂5コ⊂8コ ⊂7コ ⊂8コ ⊂9コ q胆  

ア  ⊂lコ ⊂2コ qコ 叫コ ⊂日 曜コ ⊂7コ ⊂8コ ⊂9コ q炬 

イ  ⊂lコ ⊂2コ ⊂8コ ⊂ヰコ 亡5コ ⊂6コ 亡7コ・⊂8コ ⊂9コ q（P  

B－6  

エ  亡lコ ⊂2コ ⊂‡コ 亡4コ ⊂らコ ⊂6コ ⊂7コ ⊂8⊃ ⊂9コ q炬  

答  
オ  ⊂1＝ ⊂2コ エ㌍ ⊂ヰコ ⊂5コ ⊂6コ ⊂7コ ⊂8コ＝9コ q匝  

ア  ⊂1コ ⊂2コ ⊂8⊃ ⊂ヰ⊃ ⊂5コ ⊂6コ ⊂7コ 亡8コ 亡9コ q¢⊃  

イ  ⊂1コ ⊂2コ ⊂8コ 叫コ ⊂5⊃ ⊂8コ ⊂7コ ⊂8コ ⊂9コ q¢コ  

B－ワ                                ウ  ⊂l⊃ ⊂2コ ⊂8コ 叫コ ⊂5コ ⊂8コ ⊂7コ ⊂8コ ⊂9コ q匝  

エ  亡1コ ⊂2⊃ ⊂‡コ 叫コ ⊂5コ ⊂6コ ⊂7コ ⊂8コ 亡9コ 弓臣  

鱒  オ  ．⊂lコ ⊂2コ ⊂8コ ⊂中・⊂5コ 由コ ⊂7コ ⊂8コ ⊂9コ q㊥  

ア  ⊂lコ ⊂2コ ⊂8コ ⊂4コ ⊂5コ ⊂6コ ⊂7コ ⊂8コ ⊂9コ q胆  

イ  ⊂lコ ⊂2⊃ ⊂3ゴ ⊂4コ ⊂5コ ⊂6コ ⊂7コ ⊂8コ ⊂9コ q匝  

B－8                                ウ  ・⊂1コ ⊂2コ ⊂3コ ⊂串 ⊂5コ ⊂6コ ⊂7コ 旬コ ⊂9コ q〔P  

オ  ⊂】コ ⊂2コ ⊂8コ 叫＝ ⊂5コ ⊂8コ ⊂7⊃ ⊂8⊃ ⊂9コ q匝ミ  

⊂lコ ⊂2⊃ ⊂8コ ⊂4コ ⊂5コ ⊂6コ ⊂7コ ⊂8コ ＝9コ ロ臣！  

⊂lコ⊂2コ⊂3コ⊂ヰコ⊂5コ⊂6＝⊂7コ⊂8コ⊂9＝唖…  

‖ 円 ； ‖  

世  オ   

◎答案用紙は折り曲げたり、巻いたり、汚したりしないこと。  

（日本工業荒寄主列4書二う   



（5）地理眉（1籠、2籍）   

（男鹿±月）  

⊂＝コ ⊂＝コ ⊂＝コ  ⊂＝コ 【：：：：：コ ⊂＝コ ■■■  

（＝学）（滴）く真贋）服地齢旺宇B）く基礎）（地理）  

（エ学A）  

笛案頗 凝＝地理ラ  l■  

生 年 月，日   

（年号）警醤禦碧’  

年  月  

印コ  ⊂○コ  ⊂鱒  ⊂0コ        ⊂号コ  

亡2コ  

氏  名  中  

◎ マーク孤には正しくマークすること．  

マークを圃逢えたときは、消しゴム  

（プラスチック地声限苛。）で毒とか  

たのないようにきれいに消すこと．  

■
 
■
 
■
 
○
 
■
 
■
 
■
 
■
 
■
 
■
 
 

周 田   ⊂コ   

算1間  I ■2．a  4  占   ⊂＝コ l＝コ‘⊂＝コ ⊂＝コ．⊂＝コ   

策2間  1 23  ヰ  5   ⊂：：：コ ⊂＝ユ ⊂＝コ ⊂＝コ ⊂＝コ   

寮3間  ■1  2  3  す  5   ⊂＝コ⊂＝ゴ ⊂＝コ ⊂＝コ ⊂＝コ   

寿4間  t  2  3  ヰ  5   ロ 亡＝コ ⊂＝コ ⊂＝コ ⊂＝コ   

舞5周  l エと  8  4  5   ⊂：コ ⊂：：コ ⊂＝コ ⊂＝コ ⊂＝コ   

賛6間  t  2  ユ  ヰ  5   ⊂＝コ ⊂：：：コ ⊂＝コ ⊂＝コ ⊂＝⊃   

琴7間  1 2 ■ a  ヰ  5   l＝＝コ・⊂＝コ ⊂＝コ ⊂＝コ ⊂＝コ   

策8間  1 2  3  ヰ  5   ⊂＝コ ⊂：：：コ 【＝：コ ⊂＝コ ⊂＝コ   

第9間  1 2  3  ヰ  5   ⊂＝コ ⊂＝コ ⊂：：コ 【＝：コ ⊂＝コ   

算10閏  1 2  8  ヰ■ 5   ⊂＝コ⊂：：コ ⊂＝コ ⊂＝コ ⊂＝コ   

籍11閏  1 2  8  ヰ  5   ⊂＝⊃ t：＝：：コ ⊂：＝コ ⊂＝コ t：＝：：コ   

舞12閏  】 ■2  3  4  5   ⊂＝コ ⊂：：コ ⊂＝コ ⊂：：：コ【：：：：：コ ■   

策13閏     1 2  3  ●ヰ  5   ⊂：：：コ 【：：：：：コ ⊂：：：：コ ⊂：：：コ L＝＝コ   

発14間  1 2  き  4  5   【：：：：コ ⊂：コ ⊂：：コ ⊂：：コ ⊂＝コ   

算15間  t  2・ 8  ヰ  5   ⊂＝コ ⊂＝コ ⊂：：：コ ⊂＝コ ⊂＝コ   

算16間  l ヱ  3  4‘ 5   ⊂＝コ ⊂＝コ ⊂＝コ ⊂：：：コ ⊂＝コ   

署籍18問  I 2 ‡ 4  5   ⊂＝コ ⊂＝：コ ⊂：：：：コ ⊂：：：：コ  ⊂＝コ  葬1？間  1 2  3  4  5   ⊂：：：コ ⊂＝コ ロ 【：：：：：コ ⊂＝コ  

間 館  筈  

紆21間一 義 2 ヨ ヰ 5   別コ    ⊂コ ⊂コ ⊂＝コ ⊂コ ニコ  

●■■一■■■－■■●－■■－●  

籍22問－123 ヰ 5   一っ    ⊂＝コ ⊂＝コ ＝コ［：コ 巳：コ  

守垂23問 】 2－ 3 ヰ 5   パ■・   ⊂コ ⊂コ【＝⊃ ⊂：コ【＝コ  

●● ■  ■－ ■■  ■■－▼－■■■■■■■■■－●● ■－●一 ＿  

舞封周 12 a ヰ 5   J    ⊂コ ⊂コ ⊂＝コ ＝コ ⊂コ  

韓由問】2 8 4 5   コ    ⊂ニコ ⊂コ ⊂＝コ＋⊂ニコ【＝コ  

舞26閏 1 2 8 4 5   ㌍〟Mu 卜⊂コ ⊂＝⊃ ⊂＝コ ＝コ ⊂コ  

韓2？問 1 2 3 ヰ 5   ′      亡こコ にコ ⊂＝1⊂＝コ・⊂＝コ  

籍28閥 1 2・8 ヰ 5   フ叫コ    ⊂コ【＝コ に＝コ ⊂コ ⊂コ  

繁りむ閏・12 3 ヰ 5   （●   ⊂コ 亡＝コ ⊂コ ⊂コ【：：コ  

舞30閏 t 2 8、4 5   ′コ    ＝コ ⊂＝コ ⊂コ ⊂：コ ⊂：コ  

舞31間■1 2■ 3 ヰ 5   ′礼＝押Jl⊂コ ⊂＝コ ⊂コ ⊂コ ⊂＝コ  

舞3媚＝⊥＝1」・4 5   コ ●   ⊂＝コ【：：コ ⊂：コ ⊂コ ⊂：コ  

舞33間l」 2 8 4 5   ンコ J ⊂コ ⊂＝コ ⊂コ ⊂コ【：：コ    舞34閏 】 2 ＄ ヰ 5   コ    ⊂コ ⊂：コ ⊂コ ⊂コ【：コ    籍35閻 1 2▲ a 4 5    Plヽ   ⊂＝コ ⊂：コ ⊂コ 亡ニコ ⊂ニコ  

郵6閉雪ロロ 
・ロロロ   】2 3 4 5  

1 2 3 4 5 

舞3－／問 1 2 3 ヰ 5   ⊂＝コ ⊂＝コ ⊂＝コ ⊂＝コ ■【：■＝コ    綽3日間     ・   一臥 n  ＝コ ＝コ ⊂コ ＝コ ⊂コ  

岩●ゴ・（1・l 1 2 8 ヰ 5   ノ●柚・n盲 ⊂コ ⊂コ ⊂コ ニコ ＝＝】i   

臨 ｝ ～   l12ヨ年表「 締仙町⊂ココ＝コ⊂コ1  

l・・・・－・・■・・・・・・－－－一一・■－－■■－■■■■■－一一－一一一■－・－－■一一－－■■■■■－．．．．▲●●▲一■■■一■一■一＿■■＿J   

■
 
 
 
 
■
 
 
 
 
†
 
 
 
 
‡
 
 

■  

ll  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

戸  

ヨ  

す  

¢笛藁用紙は折り曲げたり、巻いたり、汚したりしないこと。  

・こ≡本工業荒薄Å列4書）   



（6）英語用（1麓、2港、3畿、1海、2海、3港、航空）  

（適僅士・航空用）  

⊂：＝コ 【＝＝コ  ー 【＝：：：：コ  ⊂＝コ  ⊂：：：：：コ  ⊂＝コ  

・（エ学）く法規）（亮毒）領屠蘇）（エ宇8）く芸囁）く地理）  

（エ苧A）  

答案用 紙く英語）  
∴  

生年月・      日   

（年号〕警醤      昭和平成 ⊂＝コ ⊂：＝コ  

年  月  巳 

亡¢コ  亡8コ  ⊂8コ    ⊂¢コ 

亡1コ      亡1⊃  

申  

・－⊂㌍1  

叫コ  

⊂5コ  

亡8コ  

⊂7コ  

⊂8コ  

⊂9コ  ⊂9コ  ⊂9コ   

氏  名  
胃
 
 
〓
l
〓
〓
〓
－
 
 

◎ マーク孤こは正し＜マークすること．  

マークを聞違えたときは、消しゴム  

（プラスチック製に限る。）で壷とか  

たのないようにきれいに消すこと。  

B筆記問題解答嘲  英会話問題解答欄  
ア．  ⊂1コ 亘コ ⊂㌍ 叫コ 

間  イ  ⊂1コ 咤コ ⊂8コ 叫コ ⊂5コ ⊂8コ ⊂わ 亡8コ■ ⊂9コ q（P  

B－－1  

3  エ  ⊂1コ qコ ⊂3コ ⊂4コ 可コ ⊂6コ ⊂7コ ⊂8コ ⊂9コ q炬  

オ  亡lコ【豊コ ⊂8コ 亡ヰコ ⊂5コ 嘘コ ⊂7コ ⊂8コ ⊂9コ qむ   

ア  ⊂1コ ⊂2コ ⊂8コ ⊂中 ⊂5コ ⊂8⊃ ⊂アコ ⊂8コ ⊂9コ q炬  

間  イ  

B－2                  ウ   

4  エ  

オ   

ア  ⊂lコ qコ ⊂3コ ⊂4コ ⊂5⊃ ⊂8コ ⊂7コ ⊂8コ ⊂9コ 句中  

閏  イ  ・⊂lコ qコ ⊂3コ 亡4コ ⊂5コ ⊂6コ ⊂7コ 亡8⊃ ⊂9コ．匂ゎ  

B－3                               ウ  ⊂1コ ⊂2コ 埼コ 亡中 ⊂5コ ⊂8コ 亡7コ ⊂わ 亡gコ q申  

5  エ  亡1コ ⊂2コ ⊂ユ⊃．⊂ヰコ ⊂5コ ⊂8コ 亡7コ ⊂わ ⊂9コ 日伊  

オ  亡tコ 亡2コ 嘘コ ⊂4コ ⊂5⊃ ⊂6コ ⊂7コ ⊂8コ ⊂9コ q匝   

Q－1  1  2  8  ヰ   【＝＝l ⊂＝コ  ⊂＝コ  ⊂：：：：コ  Q－2  l  ヱ  3  ヰ   ・⊂：＝コ  ⊂：＝コ  ⊂：：＝】 ⊂＝：コ  Q－3  1  2  a  ヰ   ⊂＝コ  ⊂＝コ  ⊂＝コ  ⊂＝コ   

Q－4   1  2  8  ヰ   ⊂＝コ  ⊂＝コ  ⊂＝コ  ⊂：＝コ   

Q－5   t  2  ユ  ヰ   亡＝⊃  ⊂＝＝l ⊂＝コ  ⊂＝コ   

QT－6   1  2  3  4   ⊂＝コ  ⊂＝コ ー t＝＝コ 【＝＝コ  

1  2  3  ヰ 
Q－7  亡＝コ  t＝＝コ  ⊂：：：コ l＝：：＝】   

〓
〓
〓
〓
〓
l
〓
〓
 
 

＼  

A筆記問題解答欄  

A－11 2 3 ヰ    ⊂＝コ  ⊂＝コ l＝：：コ ⊂：：：：コ  

問  

A－3 1 2 ユ ヰ    ⊂＝コ 【＝＝コ  ⊂：：：コ  ⊂：：：：コ  

1  

A－5 1 2 3 ヰ    ⊂＝コ  ⊂＝＝】 ⊂＝＝1 ⊂：：：：コ   

問  
A－61 2 8 ヰ    ⊂＝コ  ⊂＝コ  ⊂＝コ  ⊂＝＝l  

A－？1 2 3－ ヰ  

12 3 ヰ A－8 ⊂コ＝⊂＝コ  

車2  n 11 2 3 ヰ    卜⊂コ ▼⊂＝コ ⊂コ ＝コ  

∴  

＝  

二  ＝  

∴叩  

∴  

二Ⅶ  

二∵ ∴  

±二二こ  

⑤答案用紙は折り岳げたり、巻いたり、汚したりしないこと。  

ほ本工業蔑掻よ到ヰ讐ノ与                                                                                                                                                」 TTて■ ■，   



（7）法塞・無線工学用（毎時1、海障2、海帝レ、航帝、陸蒔2、陸帝3、陸帝国、  

4アマ）  

答案用  
■  

【：：：：：コ  ⊂：：：：コ  

（⊇粒  く通）   

〔注裏革項〕   

この苔嘉は、電子計算機で凍点します  

から、注意事項（⑳印）を必ず守ってく  

ださい。  

生  年  月  日   

（年号）讐  至彗   l  

一位  十位  一位，  十位  

．年  月  

⊂0コ   ⊂0コ  ⊂0コ   亡8コ  

引⊃  

⊂3コ  

⊂申  ⊂9コ  

竺  
◎マーク欄には正しくマークすること。   

マークを聞達えたときは、消しコム  

（プラスチック弧こ換る。）であとか   

たのないようにきれいに消すこと。   

（臥例）  

〔良い例】 －  

【乱、例〕・扁・竺 ≒  

⑳生年月日の年月日に1ケタの鞍  

があるときは、十位のケタのdに  

もマ⊥ゥすること。   

（記入例）  昭和9年8月1日  

マークする数字一89 08 01  

一
喝
－
〓
〓
－
－
■
一
 
 

◎ 答えは正しいと判断したもの「つにマークすること。  

問 題  四   闇是  空E  

2  3  4   葦13問   1  2  3  4  

⊂：＝コ  【：：＝＝コ  l＝＝コ  ⊂：：：コ  l＝＝コ  【：：＝：コ  【＝＝コ  【：：：：＝コ  

第14間   1   2   3   4  某1問  1  ⊂＝：コ  【：＝：コ   ⊂＝：コ   ⊂＝：：コ  

莞3周喜 去． 第15問   1   2   3   ヰ  
上  っ  

無  
⊂＝コ   ⊂：：：：コ   ⊂＝コ  【：：：：：＝コ  

2  3  4  某 1  2  3  4  

l薫4闇   1  【：：：：＝コ  【＝＝コ  ＝＝：：コ  ⊂＝コ  亡＝：コ  ⊂＝⊃  【：：：：＝】  

l尭5闇   1  
2  3  4  集1？間   1  三  ユ  4  

⊂＝＝ユ  【：：：：＝コ  ロ  【＝＝コ  

線  
【＝＝コ  ⊂＝コ  ⊂＝コ  【：：：：＝コ  

2  3   ． A  第18間   1  2  3  4  

薦6問   1                                             ⊂：＝：：コ  

⊂：：＝コ  r：＝：：コ  【＝＝コ  

第ワ問   1  2  3  4  

⊂＝：：コ  ［：：：：：コ  【＝：＝コ  【：＝：：＝】  

1   2  3  

⊂＝：＝コ   ⊂＝＝コ ⊂＝：コ   ⊂：：：：コ  

ー  
エ 学  

l＝＝コ       【：：＝：コ        ⊂＝コ       ⊂＝：：コ  

篇23間   1  
2  3  4  第8甲        ．4   ，  L＝＝＝  【：＝：：コ  ⊂＝コ  ⊂＝コ   

ー
 
】
 
■
 
■
 
－
 
【
 
疇
 
■
 
 

□
∴
 
］
 
正
 
正
 
 

◎ 解答再読法折り由げたり、巻いたり、汚したりしないこと。  

（日本工業規格A列4蕃）   



（畠）法蔑・尭腐工学用（毎時3）  

（海特3）  

一  

〔注意事項）   

この琶亮は、電子計帝機で採点し暮す  

から、注意事贋（◎田）を必す守ってく  

ださい。  

∵生  年  月  日   

（年号）  警  杢彗  讐  讐  
一位  十位  一位  十位  

年  月  

⊂¢⊃   ⊂○⊃  ⊂○⊃   ⊂○⊃  

⊂1⊃  

⊂8⊃  

⊂8⊃  ⊂8⊃  

⊂g⊃  くg⊃  

◎マーク瀾に昧正しくマークすること。   

マークを間違えたとき絃、潟しコム  

（プラスチック塾に限る。）で奄とか   

たのないよう仁きれいlこ消すこと。   

（記入例）  

〔良い例〕■■  

〔悪い例〕 

◎生年月日の年胃日に1ケタの数  

ガあるときは、十位のケ9の0に  

もマークすること。   

堰己入潤）  昭和8年8月1日  

マークする数字→8g 88 椚  

ー  

ー
一
 
｝
 
－
 
I
 
I
 
I
 
■
 
■
 
嶋
 
 

◎ 答えは正しいと判断したもの一つにマ一っすること。  

望E ⊂コ   閻  魔  筈   問   題  苦   

莞1閻   正   袈  尭1■1閻   正   
⊂＝＝〉   ⊂＝⊃   ⊂＝⊃  

誤   尭1問 
（：：＝⊃   

第2間   虚 誤  芳12閻 正 
⊂＝⊃  ⊂＝⊃  ⊂＝⊃  

艶 発2問   
⊂＝＝l  

法  

正   
⊂＝＝l  

誤   葉13間   正   
⊂＝⊃   

誤  努3閏  
法  無  

薫4閻   正   誤  
⊂＝⊃  

莞14閻  正   誤  貴4閏   
⊂＝＝l  ⊂＝⊃  ⊂＝⊃  

某5問   正 
⊂＝⊃  

誤   
〔：：＝⊃  莞15問   線  皇  

尭6問   正   誤  責18問   正 誤  
⊂＝⊃   ⊂＝⊃  ⊂＝⊃   

薫6問   
工  

若7問   正   監  寛 正   誤  舞7問   
⊂＝＝l  ⊂＝⊃  ⊂＝⊃   ⊂＝＝l  

規  親  
莞自問   正   翠  

⊂＝＝〉  
焉18問   正   

⊂＝⊃  ⊂＝＝〉  【 岳  

莞9問   正   誤  君19閻  正   誤  君9問  
⊂＝⊃   ⊂＝⊃  ⊂＝⊃  ⊂＝⊃  

第10問 u   正 誤  芳20問   正   誤  舞10閻   
【：：＝⊃   ⊂＝⊃  ⊂＝コ   ⊂＝⊃  

◎ 賢答用紙は折り曲げ定り、巻いたり、汚したりしないこと。  

（日本工業蔑絡A列4香）   



（9）法蔑・無線工学用（陸特1〕  

（陸特1）  

生 年 月 日   

（年号） 
聖彗聖讐  

年    月  

⊂○コ  ⊂8コ  ⊂○コ  ⊂8コ  

⊂lコ  

亡8コ  

⊂9コ  ⊂9コ  

◎マーク樋には正しくマークすること。   

マークを南違えたとき臥消しゴム  

（プラスチック製に囁壱。）であとか   

たのないようにきれいに消すこと。  

（記入例）  

〔点い例〕■■■  

〔乱一例〕・⊆；a・武 

◎生年月日の年月日に1ケタの敷  

が壱壱ときは、十位のケタの0に  

もマークすること。 

く邑入例） 電和9年8月1日  

マークする鞍手・・叫9 08 耶  

－
 
〓
〓
〓
〓
〓
 
 

間 ・題  貞女    ⊂＝】   

琴1間  t  2  3  ヰ  5    ⊂＝コ 【：：：：：コ 【：：：：：コ 【：：：：：：コ  ⊂＝コ  

第2間  1  2  王；  ヰ  5    【：：：＝コ 【：：：＝コ  ⊂：＝コ  ⊂＝コ  ⊂：：：コ  

菓3愚  】  2  3  ヰ  5   
法  

菓4間  1  2  3  ヰ  ら    【：：：＝】 ⊂＝コ  ⊂＝コ  ⊂＝コ  亡＝コ  

某5問  1  2  8  ヰ  5    【：：：：：：コ  ⊂：：：コ  ⊂＝コ  ⊂＝コ 【：：：：：：コ  

案6間  1  2  3  ヰ  S    【：：：：：コ  ⊂＝コ  ⊂：：：：コ  ⊂：：＝コ  ⊂＝コ  

簑ワ問  1  2  3  ヰ  5    ⊂＝コ 【＝：＝コ  ⊂＝コ 】＝＝コ 【：：：：：コ  

第8闇  t  2  3． ヰ  さ    ⊂＝コ 【：：：：コ  t：：：：：コ 【：：：＝コ  ⊂：＝コ  

親  
第9間  1  2  3  ヰ  5    【：：：＝コ  ⊂＝コ  ⊂＝コ  ⊂＝コ  ⊂：：コ  

第10圃  1  2  3・ ヰ  5    亡＝コ  ⊂＝コ  ⊂＝＝】 ⊂＝コ  ⊂＝コ  

薫11闇  1  2  3  ヰ  5    ⊂＝コ  ⊂＝コ 【：：：＝コ  ⊂＝コ  ⊂＝コ  

第12鱒  1′ 2・3  4  5    ⊂＝コ ⊂：：：コ 1：：：＝コ 【：：：：コ ⊂＝コ   

崇1闇  1  2  8  4  5    ＝＝コ 【：：：＝コ  ⊂＝コ  ⊂＝＝コ  ⊂＝：コ  

無  

葉2問  t  2  3  4  5   

虫白  
舅3問  1  2  日  4  5    ＝：コ ⊂＝コ ＝＝コ ＝＝コ ⊂＝コ  

q   薫4闇  1  2  3  ヰ  5  ⊥  

盲  

皇学  
薫6間  1 2 3 4 5 5    ＝：：：：【：：：コ ＝ ＝ ＝コ …  

問  題  虚空    ⊂コ  

菓ワ周二  t  2  ユ  ヰ  5    ⊂＝コ ⊂＝：コ  ⊂＝コ 【：：：：：コ 【：：：コ  

菓8闇  1  2  き  ヰ  ユ    ⊂＝コ 【：：：：：：コ  ⊂＝コ  ⊂＝コ ⊂＝コ  

第9闇  1  2  3  4  5     【：：：：：コ 亡：：＝コ ー ⊂＝コ ⊂＝コ ⊂：：：コ  

無  

案ほ間  1 2  3  4  5    E：：コ 【：：：：：コ 【：：：＝コ ⊂＝コ ⊂＝コ  

菓13間  t  2  ユ  4  さ    ■ ⊂＝コ ■⊂：：：：コ  ⊂：＝コ  ⊂：＝コ 【：：：：コ  

線  

第1字間  1  2  3 ヰ  5    ⊂＝コ  ⊂＝コ 【：：：：：：コ  ⊂＝：コ 【：：：：コ  

薫16間  1■ 2  3  ヰ  5    ⊂：：：：コ ［：：：：コ 【：：：：：：コ  ⊂＝コ  ⊂＝コ  

工  

蔦18閏  1 2 3  ヰ  5    ⊂＝コ l＝＝コ  ⊂＝コ  ⊂：＝コ  ⊂：＝コ  

薫相同  1  2  8  4  5    ・ ⊂＝コ  ⊂＝ 【：：：：：：コ  ⊂：：：コ  ⊂：：：コ  

簑2□間  1  2  3  4  5    ⊂＝コ 【：：：：：：コ  ⊂＝コ ⊂＝コ  ⊂＝コ  

薫21間  t 2 3 45． ＝コ‘⊂コ⊂コ⊂コ⊂コ雷  

壬  i   ．案22苛  12 3 ヰ 5 ＝⊂＝コ＝＝コ＝＝・＝コi   薫23闇  司    ＿12 3 ヰ 5 ＝1＝＝【：：：：コ【＝＝＝コl   

■  

∴  

■  

■ ■  

＝  

「  

∴  

二   叩  

∴  

り  

二   叩  

二  

ミ＝▼川二二  

亘ニ∵＝  

＿＝二＝－＝二＝  

■ ■    ■  t 2 3・4 5 ミ ＝  ＝＝コ  ＝＝＝  ＝＝コ  ⊂＝コ i  

①答案用託は折り曲げたり、巻いたり、芳したりしないこと．  

（日本工業蔑韓A列4萎〕   



（10）法規・無線工学用（3アマ）  

答案用紙  持アマ用ラ  

、j主義準轟－   

ごめ琶策｝真 電亨計雷澤ア採点しま甘  

炒ら∴注静瀞礫（拳印；佼遼牒篭悠てぺ  

ださいさ  

生  年  肖  琶  

空電三囁蟹  藁葺  舘マーや鞠に拓≡巨人ノくマ職苧膏葛こたく．   

マーラを肇襲え㍍と封蕊、‡臣しゴム   

～プラス掌ノ㌔う掛ソニ群葱。、で姦と労   

£‾お穿い豪うに昏オ、1に鶉ぢごと．ン   

くむÅ剖J  

t鼻L嘩羞t  ＿  

・デイ ー t ＼  

環境漕塁引譲黒寒雲ほ錆ニ㌢チ秦諾増  

甘熟番た割譲 －一塩瘡二甘夕彩賃；こ  

も苛仙〉ウ博そこと。   

ミ記ふ肇寺 琴域≡年男男1日  

マークす意敷寧，ヨ2儲☆】  

－1壬1 一一書歪  

ー
■
一
■
 
■
 
1
－
－
■
 
■
 
 

瞭 整えは正しいと肇新したもの琳つにマ廿▼台す惹こと琶  

昏 答案拷抵絵柄り惑宣ザにり、巻いたり．汚したリレ肯いこと壬   



第2最式 電気通信衛用  

（1うモールス電信（和文）用受信用紀（1籠、2詮、3紘、陸帝国）  
■一●－●－■一一一－－－－－－－－－－－一 叫 ●▼‥－－－－一叫一一－－－－－→一一－－－－一－●－－●－－■－－－－－－∴●－－－－▲■●■－  

無線従事者国家試験用  

和 文 受 借 用 就  

A  
受付  

B  

D  

計  

（  ページ）  

（日本工業蔑格B列5番）   

注 A、臥C及びDの禰は、別に定める採点基準により記載すること。   



（ユ）モールス電膚（政文）用受信用鑑（1盤、、2籠、3籠）  

琵  

煙  

朝  

雄  

山
竹
 
慮
 
 

両
碍
 
喪
 
巌
 
 

由皿   

凸  

U  

田  

・七  

山
一
q
∈
d
む
h
d
 
 

（日本工業規格B列5番）   

注 A、B、C及びDの禰は、別に有村、ろ採点基準により記載すること。   



（3）モールス電信（欧文）用受信用舐（1アマ、2アマ・）   

電話（政文）用受話用紙（1臥2臥1海、2毒、3轟、航空、毎時1、  

航障）  

鹿  

⊂1  

U  

〔q  

亘  

（日本工業規格B列5番）  

注 A、B、C及びDの櫛は、別に定める採点基準により記載すること。   



別紙６ 

 １ 電気通信術（モールス電信及び電話に限る。）の採点 

 

   （採点基準） 
(1) 採点は、次の表の基準に従い不良点減点の方法により得点を定めるものとする。ただし、

減点すべき点数が１００点を越えるときは、１００点とする。 
     採  点  区  分       点    数 

送 

 

信 

誤字、脱字、冗字   １字ごとに     ３点 

符号不明りょう又は発音不明りょう   １字ごとに     １点 

未送信   ２字までごとに   １点 

訂正   ３回までごとに   １点 

品位            １５点以内 

受 

 

信 

誤字、冗字   １字ごとに     ３点 

脱字、書体不明りょう   １字ごとに     １点 

抹消、訂正   ３字までごとに   １点 

品位            １５点以内 

 

   （採点区分の表示） 

  (2) 受信（タイプライターによる場合を含む。）の採点を行う場合は、次表の左欄に掲げる採

点区分に従い、同表の右欄に掲げる記号をもって表示するものとする。 

  採 点 区 分  記 号 

誤字、冗字   Ａ 

脱字、書体不明りょう   Ｂ 

抹消、訂正   Ｃ 

品位   Ｄ 

 

   （誤字、脱字等の定義） 

  (3) 誤字、脱字、冗字等の定義については、次の各号によるものとする。 

   ア 「誤字」とは、送信すべき試験問題のそれぞれの文字、数字若しくは記号に相当する符

号（語）と明らかに異なって現出（発音）された符号（語）（通話表の使用を誤っている

ものを含む。）又は受信すべき試験問題のそれぞれの文字、数字若しくは記号と明らかに

異なって記載された文字、数字若しくは記号をいう。 

   イ 「脱字」とは、送信すべき試験問題のそれぞれの文字、数字若しくは記号に相当する符

号（語）のうちこれを漏らした符号（語）又は受信すべき試験問題のそれぞれの文字、数

字若しくは記号のうちこれを漏らした文字、数字若しくは記号をいう。 

   ウ 「冗字」とは、送信すべき試験問題のそれぞれの文字、数字若しくは記号に相当する符

号（語）以外に現出（発音）された符号（語）又は受信すべき試験問題のそれぞれの文字、

数字若しくは記号以外に記載された文字、数字若しくは記号をいう。 

   エ 「不明りょう」とは、送信により現出（発音）された符号（語）又は受信により記載さ

れた文字、数字若しくは記号の書体が不明確であって、他の符号（語）又は文字等と紛ら

わしい次のようなものをいう。 

    (ｱ) 符号 

     Ａ １符号中において、その直近する線の２分の１から３分の２の点又は線が含まれてい

る符号 

     Ｂ 特定の符号に限り、断片的に「割れる」、「抜ける」、「粘る」又は「消える」符号。

ただし、低周波発信音が正しく現出されている場合を除く。 

    (ｲ) 発音 

      語頭又は語尾がほとんど聴取できない発音 



    (ｳ) 書体 

      文章としては判読できる場合であっても、単独の１字としては誤読されるおそれのある

次のような書体。ただし、明らかに誤字と認められるものを除き、かつ、特定の文字であ

って全部にわたり習慣的に記載されているものについては、不明りょうとせず品位とする。 

      注 （区別不明りょうの具体例） 

「リ － ソ」 

「ツ － シ」 

「ヒ － 七」 

「マ － ア」 

「セ － ヒ」 

「ニ － 二」 

「ハ － 八」 

「レ － Ｌ（段落）」 

      「ｍ － ｗ」 

      「ｎ － ｕ」 

   オ 「未送」とは、試験終了の合図があるまでに送信し終わらなかった文字、数字又は記号

その他の字数に算入すべき符号、間隔等をいう。 

   カ 「訂正」とは、訂正符号又は「訂正」の語の送信を必要とするとしないとにかかわらず、

訂正符号又は「訂正」の語の送信をいう。 

受信においては、抹消の場合及び抹消による訂正又は改ざんによる訂正の場合をそれぞ

れ訂正とする。 

   キ 「品位」とは、各種目の試験ごとに実際通信に即しての影響を想定し、総合的に評定す

る不良の程度をいう。 

 

   （品位の評定） 

  (4) 品位の評定は、次の各号によるものとする。 

   ア 次の場合は、その不良の程度に応じてＡ級（０～２点）、Ｂ級（３～６点）、Ｃ 級（７

～１０点）及びＤ級（１１～１５点）に区分して評定するものとする。 

    (ｱ) 送信符号が連続的に「割れる」、「抜ける」、「粘る」、「消える」場合であって、

特に調整すれば印字され、又は辛うじて受信可能のときは、Ｃ級又はＤ級とする。ただ

し、調整不能であり、かつ、低周波発信音が受信不能のときは、採点不能として０点と

する。 

    (ｲ) 送信符号は、連続的に無間隔ぎみであるが、辛うじて受信可能のときは、Ｃ級又はＤ

級とする。ただし、低周波発信音で受信不能のときは、採点不能として０点とする。 

    (ｳ) 送信速度に著しい遅速のあるときは、Ｂ級又はＣ級とする。 

    (ｴ) 各送信符号は不明りょうではないが、全般的に不ぞろいのときは、その程度に応じて

Ｂ級からＤ級とする。 

    (ｵ) 各送信符号の間隔が全般的に不ぞろいのときは、その程度に応じてＢ級からＤ級とす

る。 

    (ｶ) 欧文の送信において、語間間隔がない場合又は語間間隔が全般的に過大若しくは不ぞ

ろいのときは、その程度に応じてＢ級又はＣ級とする。 

    (ｷ) 和文又は欧文を送信する場合に、通間間隔として約５秒の間隔をおかないとき及び和

文の送信において本文の字数が６０字を越える場合に約５秒の間隔をおかないときは、

それぞれの程度に応じてＡ級又はＢ級とする。 

    (ｸ) 受信用紙の記載欄を誤り又は欄外に記載したときは、その程度に応じてＡ級からＣ級

とする。 

    (ｹ) 特定の文字、数字又は記号が全部にわたり習慣的に不明りょうに記載されているとき

（ネを子と記載するもの、和文の数字をアラビア数字で記載するもの、括弧を「｢｣」と

記載するもの、区切点を「。」と記載するもの等を含む。）は、その程度に応じてＡ級



からＤ級とする。 

   イ 次の場合は、誤字、脱字又は不明りょうとせず、特に品位としてそれぞれ次のとおり減

点するものとする。 

    (ｱ) 訂正符号（「訂正」の語）を送信した場合において、二、三字前に戻らず訂正を要す

る文字、数字又は記号から送信したときは、１回ごと１点 

    (ｲ) 和文の受付時刻の数字に略体を使用しないとき及び和文（受付時刻を除く。）、欧文

の額表の数字に略体を使用したとき、１字ごとに１点 

    (ｳ) 和文訂正符号「ラタ
━━━━━

」の代わりに「ＨＨ
━━━━━

」を使用したとき及び欧文訂正符号「ＨＨ
━━━━━

」の代わりに「ラタ
━━━━━

」を使用したときは、それぞれ１回ごとに１点 

    (ｴ) 和文終信符号「ラタ
━━━━━

」の代わりに「ＡＲ
━━━━━

」を使用したとき及び欧文終信符号「ＡＲ
━━━━━

」の代わりに「ラタ
━━━━━

」を使用したときは、それぞれ１回ごとに１点 

(ｵ) 本文符号「ホレ
━━━━━

」、特別取扱符号「ホホ
━━━━━

」、局内心得符号「ウウ
━━━━━

」、欧文訂正符号

「ＨＨ
━━━━━

」等、連結すべき符号を分離して送信したときは、１回ごとに１点 

(ｶ) 欧文の受信において、不完全な「ｉ」、「ｊ」又は「ｔ」を記載した場合は、暗語の

ときは、１字ごとに１点、普通語のときは、３字ごとに１点 

(ｷ) 欧文の受信において、分割すべき語を連結し、連結すべき語を分割して記載したとき

は、１回ごとに１点 

(ｸ) 符号間隔が６点相当以上又は欧文の語間間隔が１４点相当以上の時は、１回ごとに１

点 

 

 （不問の取扱い） 

(5) 次の各号の場合は、特に不問とする。 

ア 電報形式の間隔の各通の間隔に「ＡＨＲ」を送信した場合 

イ ２枚以上にわたり文書形式の問題の２枚目、３枚目等に移る場合において「問符」又は

「以上６０字」若しくは「２枚目」、「３枚目」等の符号又は語を送った場合 

ウ 欧文の送話において、欧文通話表に示されている正しい発音によらないで、次例に示す

ような多少異なった発音をした場合。ただし、「アルファのＡ」又は「ブラボウのＢ」の

ように発音した場合は、誤字とする。 

例 

送話すべき

文字 

送話すべき文

字の識別語 

正規の発音（国際音

標文字による表示）

不問とする発音の例（国 

際音標文字による表示） 

  Ｈ 

  Ｏ 

 ＨＯＴＥＬ 

 ＺＥ－ＲＯ 

 ｈｏｕ′ｔｅｌ 

 ｚｅｒｏｕ 

   ｈｏｔｅｌ 

   ｚｅｒｏ 

 

エ 電報形式による和文の問題の受信に際して、冒頭、受付時刻の時と分の間又は受付時刻

とあて名の間の区切点を記載した場合 

オ 電報形式による欧文の問題の受信に際して、特記事項とあて名と本文の間又は本文と署

名との間の二重線を記載した場合 

カ 電報形式による和文の問題の送信において、６０字目の字に濁点又は半濁点がある場合

において、その送信方法として、「・・－－・・」の次の濁点又は半濁点を送信し、次に

約５秒の間隔をおいた場合 

キ 和文の問題の受信に際して、平仮名、アラビア数字又は横書きで答案を書いた場合（「文

はカタカナ、数字は漢数字で、右から縦書きとする。」旨受験者に注意を行った場合を含

む。） 

   ク 受信又は受話の試験において、本文の濁点又は半濁点を付した文字の次に１字分の空欄

をおいた場合 

   ケ 和文の問題の送受信に際して、発信局を番号で表示するときは、発信局に「ハツ」発信

番号に「タナ」を送信に際してこれらを前置しなかった場合、又は受信に際してこれらの

前置記号を記載した場合 



   コ 欧文の問題の送信に際して、発信番号に「ＮＲ」を前置しなかった場合、又は受信に際

して、この前置記号「ＮＲ」を記載した場合 

 

  ２ 電気通信術の採点の省略 

 

(1) モールス電信、電話又は直接印刷電信の送信（電話の場合は送話。以下同じ。）の試験

の得点数が別紙２に定める合格点に達しないときは、モールス電信又は電話の受信（電話

の場合は受話。以下同じ。）の試験の採点を省略できる。 

 

(2) モールス電信又は電話の受信の試験の採点途上において、モールス電信又は電話別の各

種目の減点数の合計が次表の点数に達したときは、モールス電信又は電話別のその後の採

点を省略するものとする。 

試験科目 減   点   数 

第一級及び第二級総合無線通信士のモールス

電信（和文、欧文普通語、欧文暗語） 

１種目の合計 ８０点 

２種目の合計１００点 

３種目の合計１００点 

第三級総合無線通信士のモールス電信（和文、

欧文普通語、欧文暗語） 

１種目の合計 ８０点 

２種目の合計１２０点 

３種目の合計１２０点 

 

(3) モールス電信、直接印刷電信及び電話の試験について、そのいずれかの試験の得点数が

合格点に達しないときは、他の受信の試験の採点を省略できる。 
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